
中間検査チェックリスト（建築物）

図書の種類 記載事項
目視
確認

動作
確認

擁壁の設置その他安全上適当な措置

土地の高低及び敷地と敷地の接する道の境界部分との高低差

下水管、下水溝又はためますその他これらに類する施設の位置及び
排出経路又は処理経路

建築物が周囲の地面と接する各位置の高さ

地盤面を算定するための算式

延べ面積

用途

階数

床面積

延べ面積

耐力壁及び非耐力壁の位置

床面積求積図 床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

耐火構造等の構造詳細図 主要構造部の断面の構造、材料の種別及び寸法

延べ面積

用途

階数

床面積

外壁、そで壁、塀その他これらに類するものの位置及び高さ

建築物の周囲に設けられている通路の位置及び幅員

外壁、開口部及び防火設備の位置

耐力壁及び非耐力壁の位置

防火区画の位置及び面積

耐火構造等の構造詳細図
主要構造部、軒裏、ひさしその他これに類するもの及び防火設備の
断面の構造、材料の種別及び寸法

延べ面積

用途

階数

床面積

延べ面積

耐力壁及び非耐力壁の位置

耐火構造等の構造詳細図 主要構造部の断面の構造、材料の種別及び寸法

その他の区域、地域、地区又は街区

延べ面積

用途

各室の用途及び床面積

延焼のおそれのある部分

耐火構造等の構造詳細図 屋根の断面の構造、材料の種別及び寸法

確認申請書 その他の区域、地域、地区又は街区

耐力壁及び非耐力壁の位置

延焼のおそれのある部分

耐火構造等の構造詳細図 延焼のおそれのある部分の外壁の断面の構造、材料の種別及び寸法

使用建築材料表 主要構造部の材料の種別

その他の区域、地域、地区又は街区

階数

延焼のおそれのある部分

耐力壁及び非耐力壁の位置

床面積求積図 床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式

二面以上の断面図 延焼のおそれのある部分

耐火構造等の構造詳細図
延焼のおそれのある部分の外壁及び軒裏の断面の構造、材料の種別
及び寸法

確認申請書 その他の区域、地域、地区又は街区

配置図 敷地内における建築物の位置

地盤面算出表

申請建築物に該当しない項目は、チェック欄を斜線で消してください。

（い）

（ろ）
工事監理者
チェック欄

第２項

確認申請書

□

法第19条

配置図

□

各階平面図

第１項ただし書

確認申請書

□
配置図

各階平面図

第１項

確認申請書

各階平面図

法第22条

確認申請書

□
各階平面図

法第22条第１項に係る認定書の写し

法第21
条

□

法第23条 □

各階平面図

法第23条に係る認定書の写し

法第24条

確認申請書

□

各階平面図

法第24条の２ □

1 / 24 ページ



都市緑地法第36条の規定に
適合していることを証する
書面

都市緑地法第36条の規定に適合していること □

都市緑地法第39条第２項の
条例の規定に適合すること
の確認に必要な図書

当該条例で定められた制限に係る建築物の緑化率に関する事項 □

開口部の位置及び寸法

防火設備の種別

耐火構造等の構造詳細図 主要構造部の断面の構造、材料の種別及び寸法

使用建築材料表
令第108条の３第２項第１号に規定する部分の表面積並びに当該部
分に使用する建築材料の種別及び発熱量

各階平面図 耐力壁及び非耐力壁の位置

耐火構造等の構造詳細図 主要構造部の断面の構造、材料の種別及び寸法

室内仕上げ表 令第129条に規定する部分の仕上げの材料の種別及び厚さ

防火区画の位置及び面積

居室の出口の幅

各室の天井の高さ

階避難安全検証法により検
証した際の計算書

各室の用途

各階平面図 耐力壁及び非耐力壁の位置

耐火構造等の構造詳細図 主要構造部の断面の構造、材料の種別及び寸法

室内仕上げ表 令第129条に規定する部分の仕上げの材料の種別及び厚さ

防火区画の位置及び面積

居室の出口の幅

各階の天井の高さ

全館避難安全検証法により
検証した際の計算書

各室の用途

□

□

（注意事項）

都市緑地法第36条

都市緑地法第39条第１項

令第108条の３

各階平面図

□

令第108条の３第１項第２号に係る認定書の写し

令第108条の３第４項に係る認定書の写し

令第129条の２ □階避難安全検証法により検
証した際の平面図

令第129条の２第１項に係る認定書の写し

令第129条の２の２ □全館避難安全検証法により
検証した際の平面図

令第129条の２の２第１項に係る認定書の写し

施行規則第１条の３第１
項第１号イ、同号ロ
（１）若しくは（２）又
は表３の各項

施行規則第１条の３第１項第１号イ、同号ロ（１）若しくは（２）又は表３の各項に係る認定
書の写し

施行規則第８条の３ 施行規則第８条の３に係る認定書の写し

工事監理の状況 □

（備考）

１．この様式による書類については、（い）欄に掲げる建築基準関係規定が、検査を行った建築物に適用されない場合は、当該規定

に係る欄を省略した様式により作成することができます。

２．検査を行った建築物の工事が（ろ）欄に掲げる図書のとおり実施されていることを確かめたときは、（い）欄に掲げる建築基準

関係規定ごとに、（は）欄の該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。この場合において、目視又は簡易な計測
機器等による測定を行ったときは、「目視検査」の欄のチェックボックスに、建築物の部分の動作確認を行ったときは、「動作確
認」の欄のチェックボックスに、それぞれ「レ」マークを入れてください。

３．確認審査を行った建築物が法第39条、法第40条、法第43条第２項、法第43条の２、法第49条から法第50条まで、法第68条の２第

の２第１項若しくは法第68条の９第１項の規定に基づく条例（法第87条第２項又は第３項においてこれらの規定に基づく条例の規定
を準用する場合を含む。）又は法第68条の９第３項の規定に基づく条例の規定の適用を受ける場合は、当該条例の名称及び適用を受
ける規定を備考欄又は別紙に記載して添えてください。

４．施行規則別記第１９号様式による申請書の第四面に記載された工事監理の状況、施行規則第４条の４の２において準用する施行

規則第４条第１項第２号及び第３号に規定する写真並びに施行規則第４条の４の２において準用する施行規則第４条第１項第７号の
書類による検査を行ったときは、「工事監理の状況」の欄のチェックボックスに「レ」マークを入れてください。

５．（は）欄の記載では書き表せない事項で特に報告すべき事項は、備考欄又は別紙に記載して添えてください。
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